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記 者 発 表 資 料 

 

西西九九州州自自動動車車道道  唐唐津津道道路路  

全全線線開開通通後後（（約約１１年年後後））のの利利用用交交通通状状況況等等のの変変化化  

平成 21 年 12 月 12 日の二丈鹿家 IC～浜玉 IC 間（L=3.8km）の開通により、西

九州自動車道 唐津道路（L=10.4km）が全線開通となりました。 

この度、全線開通約１年後の利用交通状況等の変化をまとめましたので、お知らせ

します。 

全全線線開開通通にによよりり唐唐津津道道路路のの交交通通量量がが増増加加！！

○二丈鹿家 IC～浜玉 IC 間の交通量は、平日：3,580 台/12h、休日：4,948 台/12h

○浜玉 IC～唐津 IC の交通量は、部分開通時（全線開通前）に比べ、12 時間に平

日で約 1,200 台/12h 増加（約 30％増加）、休日で約 2,300 台/12h 増加（約

62％増加） 

唐唐津津道道路路にに並並行行すするる国国道道２２００２２号号はは交交通通量量がが減減少少！！

○全線開通により、国道 202 号の交通量は平日で約 400～約 1,200 台/12h 減少、

休日で約 1,300～約 1,600 台/12h 減少 

今今後後のの地地域域間間のの交交流流活活発発化化・・物物流流のの効効率率化化をを支支援援！！

○Web アンケート調査の結果、福岡市・糸島市居住の回答者の約１割は、観光・レ

ジャー目的で唐津・伊万里方面を訪れる回数が増加（約 2 回/年増加）と回答し

ており、今後の地域間の交流活発化に期待 

○福岡方面⇔伊万里方面の輸送ルートを唐津道路利用へと変更することにより、

所要時間が短縮し輸送コストが削減するなど、物流の効率化を支援 



 

１．全線開通後の交通状況 

（１）唐津道路の利用交通量調査結果（全線開通約１年後） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 時間交通量 
区  間 時 期 

平 日 休 日 

①平成 21 年 12 月 

開通区間 

二丈鹿家 IC～ 

浜玉 IC

全線開通 

約 1 年後 
3,580 台/12h 4,948 台/12h 

全線開通 

約 1 年後 
5,211 台/12h 6,026 台/12h 【参考】 

②既に開通して 

いた区間 

浜玉 IC 

～唐津 IC 部分開通時 

(全線開通前)
3,971 台/12h 3,684 台/12h 

※「部分開通時」とは、浜玉 IC～唐津 IC のみ開通していた時期のこと 

※全線開通約１年後調査日 平日：平成 22 年 10 月 21 日(木)、休日：平成 22 年 11 月 7 日(日) 

※部分開通時調査日 平日：平成 21 年 10 月 21 日(水)、休日：平成 21 年 10 月 18 日(日) 

※全線開通及び部分開通の交通量：国土交通省の交通実態調査 

■唐津道路の利用交通量（12 時間交通量：7:00～19:00） 

■唐津道路の開通状況 

１ 
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唐唐津津道道路路（（二二丈丈鹿鹿家家 IICC～～浜浜玉玉 IICC 間間））  
【【唐唐津津方方面面かからら福福岡岡方方面面をを望望むむ】】  

唐唐津津道道路路（（二二丈丈鹿鹿家家 IICC～～浜浜玉玉 IICC 間間））  
【【福福岡岡方方面面かからら唐唐津津方方面面をを望望むむ】】  

■唐津道路の利用状況 



 
（２）全線開通に伴う利用交通量の変化 

①平 日 
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○国道 202 号などの一般道を利用していた交通が部分開通時よりも唐津道路を利用するように

なっています。 

○部分開通していた唐津道路 浜玉 IC～唐津 IC 間の平日交通量は、部分開通時に比べ 12 百台/12

ｈ増加（約 30%増加）しています。 

○断面でみると、約 2～3 割の交通を唐津道路が分担するようになりました。 

※未整備時：平成 17 年 11 月 17 日(木) ※部分開通時：平成 21 年 10 月 21 日(水) 

※全線開通１年後：平成 22 年 10 月 21 日(木) ※未整備時、部分開通時及び全線開通時の交通量：国土交通省の交通実態調査 

※グラフ中の( )内数値は断面交通量の路線別割合 

未整備時 

部 分 
開通時 

全線開通 
１年後 

147 百台/12h

147 百台/12h

136 百台/12h

190 百台/12h

219 百台/12h

227 百台/12h

190 
 (100%)

国道 202 号 二丈浜玉有料道路 唐津道路 

(二丈鹿家 IC～浜玉 IC) 

■唐津道路及び周辺道路の利用交通量の変化（平日） 

■断面交通量の変化（平日） 

1122 百百台台増増加加  
((約約 3300％％増増加加))  

3355 百百台台
減減少少  

1122 百百台台  
減減少少  

44 百百台台  
減減少少  

国道 202 号 唐津道路(浜玉 IC～唐津 IC) 

唐唐津津道道路路利利用用  
がが約約 33 割割  

未整備時 

部 分 
開通時 

全線開通 
１年後 

179 
(82%) 

40 
(18%) 

175 
(77%) 

52 
(23%) 

唐唐津津道道路路利利用用がが増増加加  
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 (42%)
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 (32%)

36 

 (26%) 

(百台/12h) (百台/12h)



 
②休 日 
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○部分開通していた唐津道路 浜玉 IC～唐津 IC 間の休日交通量は、部分開通時に比べ、23 百台

/12h 増加（約 62%増加）し、平日を上回る交通が利用するようになりました。 

○断面でみると、約 3 割の交通を唐津道路が分担するようになりました。 

※未整備時：平成 17 年 11 月 20 日(日) ※部分開通時：平成 21 年 10 月 18 日(日) 

※全線開通１年後：平成 22 年 11 月  7 日(日) ※未整備時、部分開通時及び全線開通時の交通量：国土交通省の交通実態調査 

※グラフ中の( )内数値は断面交通量の路線別割合 

194 百台/12h 

183 百台/12h 

179 百台/12h 

215 百台/12h 

228 百台/12h 

235 百台/12h 

国道 202 号 二丈浜玉有料道路 唐津道路 

(二丈鹿家 IC～浜玉 IC) 

国道 202 号 唐津道路(浜玉 IC～唐津 IC) 

■唐津道路及び周辺道路の利用交通量の変化（休日） 

■断面交通量の変化（休日） 

唐唐津津道道路路利利用用がが約約 33 割割  

2233 百百台台増増加加  
((約約 6622%%増増加加))  

1133 百百台台  
減減少少  

1166 百百台台  
減減少少  

4400 百百台台
減減少少  

未整備時 

部 分 
開通時 

全線開通 
１年後 

(百台/12h) (百台/12h)

215 
 (100%) 

191 
 (84%) 

37 

 (16%) 

175 
 (74%) 

60 
 (26%) 

唐唐津津道道路路利利用用がが増増加加  

未整備時 

部 分 
開通時 

全線開通 
１年後 

92 
 (47%)

102 
 (53%) 

81 
 (44%)

102 
 (56%) 

68 

 (38%)

62 

 (35%) 

49 

 (28%) 



 
（３）全線開通に伴う唐津道路利用状況の変化 
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目的地までの所要時間が短縮されるから

所要時間が読めるから

家を出る時間を遅らせることができるから

交通事故に対する危険性が少ないから

その他

部分開通時（946人）

全線開通時（794人）
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26.2 
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部分開通時

全線開通時

唐津道路を利用する 時々唐津道路を利用する

唐津道路は利用しない

○Web アンケート調査によると、部分開通時に比べ、全線開通時では「唐津道路を利用する（「唐

津道路を利用する」、「時々唐津道路を利用する」の合計）」が約 2 割増加しています。 

○また、唐津道路の利用理由では「目的地までの所要時間が短縮されるから」、「所要時間が読め

るから」といった理由が増加しており、唐津道路全線開通による走行性の高い道路ネットワー

ク構築が唐津道路の利用を促しています。 

■唐津道路利用状況の変化 

■唐津道路の利用理由 

唐唐津津道道路路のの利利用用がが  
約約２２割割増増加加  

唐唐津津道道路路をを利利用用がが約約 4477％％  

唐唐津津道道路路をを利利用用がが約約 6688％％  

（2,000 人） 

（1,174 人） 

約約 2200 ポポイインントト増増加加  

約約 88 ポポイインントト増増加加  

※部分開通時：【唐津道路 Web アンケート調査】調査実施期間：平成 20 年 11 月 21 日～24 日 

対象者：佐賀県唐津市・伊万里市・玄海町、長崎県松浦市居住者、及び

唐津・伊万里方面を訪れたことがある福岡県福岡市・糸島市居

住の回答者 

※全線開通時：【唐津道路 Web アンケート調査】調査実施期間：平成 22 年 11 月 19 日～23 日 

対象者：福岡方面を訪れたことがある佐賀県唐津市・伊万里市・玄海町、

長崎県松浦市居住者、及び唐津・伊万里方面を訪れたことがあ

る福岡県福岡市・糸島市居住の回答者 



 

２．全線開通後の交流面での影響 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．全線開通後の物流面での影響 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回答者数

536人

○物流事業者からは、唐津道路の全線開通により、福岡方面⇔伊万里方面の輸送ルートを唐津道

路利用に変更することにより、所要時間が短縮し輸送コストが削減するなど、物流の効率化が

図られている、といった声が聞かれました。 

回答者数

455人

○唐津道路の全線開通により、福岡市・糸島市居住の回答者の約 1 割が、観光・レジャー目的で

唐津・伊万里方面を訪れる回数が増加しており、今後も地域間の交流活発化が期待されます。

■福岡市・糸島市居住者が観光・レジャー目的で唐津・伊万里方面を訪れる回数の変化 

観光・レジャー目的で 
唐津・伊万里方面を 
訪れたことがない 

5％ 

部部分分開開通通時時にに比比べべ、、  
全全線線開開通通時時のの方方がが増増ええたた  

1144％％  

部部分分開開通通時時もも全全線線開開通通時時もも  

訪訪問問回回数数にに変変化化ななしし  
8800％％  

<実際の訪問回数> （回/年）

4.3

6.7

0 2 4 6 8 10

部分開通時

全線開通後

<今後の唐津・伊万里方面への訪問回数> 

増加しない 
18％ 

わからない 
51％ 

 増増加加すするる  
3311％％  

訪訪問問回回数数にに変変化化ががなないい、、  
訪訪問問ししたたここととががなないい  

8855％％  

※唐津道路 Web アンケート調査（調査実施期間：平成 22 年 11 月 19 日～23 日）

N=77

約約 22 回回//年年
増増加加  

その他 
1％ 

■福岡方面⇔伊万里方面の輸送ルートの事例 

資料：物流事業者ヒアリング調査結果

唐津道路利用によるメリット

○定時性の向上 

○輸送時間の短縮による人件費

の抑制 

○急停止や揺れが少ないため、商

品破損を防止 

○高速道路利用により安全性が

向上 

○走行性向上による燃費の向上 

輸 送 ル ー ト 変 更 

【部分開通時】 

国道２０２号や 

部分開通区間(浜玉 IC～唐津 IC)

 

【全線開通後】 

唐津道路全線利用 


